
・牛海綿状脳症 ・生産地域が輸入
禁止対象国・地
域でないこと（牛肉及び牛由

来製品）
・特定危険部位を
含まないこと
・輸入禁止対象
国・地域由来の
牛肉等の混入・
使用がないこと

・牛海綿状脳症 ・生産地域が牛海
綿状脳症発生国
でないこと（めん羊肉、山

羊肉等）
・特定危険部位を
ふくまないこと

・残留農薬、残留
動物用医薬品、
残留飼料添加物

・農薬、動物用医
薬品、飼料添加
物の使用状況

・動物用医薬品、飼
料添加物の適正な
用法、用量、休薬
期間等の遵守・加工品の原材料

は、残留基準に
適合しているこ
と

・定期的な試験検査
による残留農薬、
残留動物用医薬
品、残留飼料添加
物の確認

・品質、鮮度等を
誤認させるおそ
れのある添加物
の使用
（食肉）

・着色料等、品質、
鮮度等を誤認さ
せるおそれのあ
る添加物が使用
されていないこ
と

・定期的な試験検査
による添加物の確
認

水産物及び
その加工品

・腸炎ビブリオ等
の病原微生物

・加工場で使用さ
れる洗浄水等の
病原微生物によ
る汚染防止対策

・定期的な試験検査
による病原微生物
の確認

・保存基準の遵守

（切り身、むき
身の生食用鮮魚
介類等） ・加工基準の遵守

・微生物の増殖に
よる危害の発生
を防止するため
の適切な温度管
理

・生食用かきの成
分規格、加工基
準、保存基準不
適合

・我が国と同等の
加工基準である
ことが確認され
た国であること

・定期的な試験検査
による成分規格の
適合の確認

・保存基準の遵守

・下痢性・麻痺性
貝毒
（貝類）

・貝毒の監視が適
切に行われてい
る海域から採取
された貝類であ
ること

・定期的な試験検査
による貝毒の確認

・有毒フグの混入 ・輸入が認められ
ている魚種であ
ること

・輸出国政府機関
が発行する証明
書の確認

・魚種鑑別による
異種フグの混入
防止対策

・魚種鑑別による
異種フグの混入
がないことの確
認

いわゆる健
康食品

・医薬品成分の含
有

・薬事法上の医薬
品成分を含まな
いこと

・試験検査による医
薬品成分を含まな
いことの確認

・輸出国における
食経験等

添加物及び
その製剤

・指定外添加物の
使用

・添加物の正確な
名称、基原物質、
抽出溶媒の種類

・定期的な試験検査
による成分規格の
確認

・保存基準の遵守

・規格基準不適合
・添加物製剤の場
合、それぞれの
正確な名称と割
合

・指定外添加物が
使用されていな
いこと

・成分規格、製造
基準等の規格基
準に適合してい
ること

器具及び容
器包装、お
もちゃ

・規格基準不適合 ・材質、形状、色
柄、対象年齢、
用途の確認

・定期的な試験検査
による原材料一般
の規格、材質別規
格等の確認

・原材料の一般規
格、材質別規格、
用途別規格、製
造基準等の規格
基準に適合して
いること

・シガテラ毒魚等
の有毒魚の混入

・漁獲海域の確認 ・魚種鑑別による
有毒魚の混入が
ないことの確認

（南方産ハタ、
ブダイ、カマス
等）

・魚種鑑別による
有毒魚の混入防
止対策

・残留動物用医薬
品、残留飼料添
加物

・動物用医薬品の
使用状況

・動物用医薬品、飼
料添加物の適切な
用法、用量、休薬
期間等の遵守・加工品の原材料

は、残留基準に
適合しているこ
と

・定期的な試験検査
による残留動物用
医薬品、残留飼料
添加物の確認

・品質、鮮度等を
誤認させるおそ
れのある添加物
の使用

（鮮魚介類等）

・着色料、一酸化
炭素等、品質、
鮮度等を誤認さ
せるおそれのあ
る添加物が使用
されていないこ
と

・定期的な試験検査
による添加物の確
認

・鮮紅色等の有無
の確認
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